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一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
少
女
小
説
の
分
野
で
活
躍
し

た
作
家
・
佐
伯
千
秋
に
つ
い
て
の
研
究
を
ま
と
め
た
。
佐
伯
千
秋
は
、
活
躍
の
場

が
主
と
し
て
十
代
の
読
者
を
対
象
と
し
た
大
衆
的
な
小
説
雑
誌
と
そ
の
周
辺
出
版

物
で
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
、
文
学
研
究
の
対
象
と
は
、
ほ
と
ん
ど
見
な
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
様
々
な
資
料
か
ら
は
、
佐
伯
千
秋
が
一
九
五
〇
年

代
半
ば
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
人
気
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
ら

れ
る
。
本
論
文
は
、
少
女
小
説
家
で
あ
っ
た
佐
伯
千
秋
が
、
現
在
で
は
忘
れ
去
ら

れ
た
存
在
な
が
ら
、
当
時
独
自
の
〈
ジ
ュ
ニ
ア
小
説
〉
と
い
う
理
想
の
創
作
を
目

指
し
て
い
た
と
い
う
観
点
か
ら
、
彼
女
の
〈
真
実
〉
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
伝
記
的
な
事
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
佐
伯
千
秋
と
い
う
作
家
が

形
成
さ
れ
る
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
一
節
で
は
ま
ず
佐
伯
千
秋
の
伝
記
的
な

事
実
を
、
精
緻
に
、
か
つ
詳
細
に
検
討
し
、
佐
伯
の
よ
り
正
確
な
文
学
的
生
涯
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
佐
伯
自
身
に
よ
る
自
伝
的
記
述
の
み
に
注
目
が
集

ま
る
と
い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、
本
論
文
で
は
、
義
兄
・
浜
井
信
三
の
著
書

『
原
爆
市
長
』（
一
九
六
七
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
佐
伯
の
通
っ
て
い
た
日
本
女

子
大
学
校
卒
業
生
に
よ
る
戦
時
勤
労
動
員
を
振
り
返
っ
た
私
家
版
手
記
集
『
戦
い

の
中
の
青
春
』（
一
九
七
五
年
）
な
ど
の
周
辺
資
料
を
用
い
て
、
佐
伯
千
秋
と
い

う
作
家
が
、
い
か
に
し
て
作
家
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
か
を
明
確
に
し
た
。
第
二

節
で
は
、
佐
伯
千
秋
の
創
作
の
原
点
が
、
故
郷
・
広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
、
両
親
を
は
じ
め
親
族
や
多
く
の
友
人
た
ち
を
喪
っ
た
経
験
の
中
に
あ
っ
た
こ

と
に
鑑
み
、
原
爆
死
し
た
従
姉
・
照
子
が
モ
デ
ル
で
あ
る
『
燃
え
よ
黄
の
花
』

（
一
九
五
八
年
）
を
扱
っ
た
。
第
一
節
で
明
ら
か
と
な
っ
た
伝
記
的
な
事
実
を
踏

ま
え
つ
つ
、
こ
の
作
品
か
ら
は
、
娘
を
大
切
に
し
て
い
た
両
親
を
残
し
、
勤
労
動

員
の
た
め
に
広
島
か
ら
再
上
京
し
た
佐
伯
の
後
悔
が
読
み
取
れ
る
と
指
摘
し
た
。

　

第
二
章
で
は
、
佐
伯
千
秋
が
当
時
の
若
者
が
使
用
し
て
い
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
口

語
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
と
、
三
人
称
で
作
品
を
執
筆
し
て
い
た
佐
伯
が

一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
一
人
称
で
長
編
小
説
を
執
筆
し
始
め
た
こ
と
に
着

目
。
一
九
七
〇
年
代
に
彼
女
が
目
指
し
た
〈
ジ
ュ
ニ
ア
小
説
〉
の
性
質
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
る
。
前
者
に
関
し
て
は
新
資
料
「
現
代
っ
子
の
言
葉
」(

『
こ
ど
も

の
暮
し
』
第
１
号
、
学
習
塾
「
青
桐
学
園
」
内
『
こ
ど
も
の
暮
し
』
編
集
部
、

一
九
七
五
年
）
を
手
掛
か
り
と
し
、
後
者
に
関
し
て
は
エ
ミ
ー
ル
・
バ
ン
ヴ
ェ
ニ

ス
ト
「
代
名
詞
の
性
質
」（『
一
般
言
語
学
の
諸
問
題
』（
岸
本
通
夫
監
訳
）、

一
九
八
三
年
）
を
中
心
に
諸
種
の
語
り
論
を
援
用
し
て
、
テ
ク
ス
ト
論
的
観
点
か

ら
論
じ
た
。

　

第
三
章
で
は
、
今
後
の
佐
伯
千
秋
研
究
に
関
す
る
課
題
を
い
く
つ
か
述
べ
て
い

る
。
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